
①地域のまちづくり活動について

１． 寺池公園等を活かしたまちづくりの会

２． 金剛マルシェ

３． わっくCafe

４． KON ROOM

５． 金剛地区の居場所・イベントMAP

６． 新たな参加者の呼び込み

７． 金剛地区まちづくり会議 運営会議

資料２

1



１． 寺池公園等を活かしたまちづくりの会
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令和5年2月14日

寺池公園等を活かしたまちづくりの会

会長 友田 研也

金剛地区まちづくり会議

寺池公園等を活かしたまちづくりの会

活動報告

３



寺池公園
全体 約9ha、富田林市 地区公園 約3.8ha

里山エリア

三角公園

寺池公園（１丁目側）

寺池公園の課題
（金剛地区施設等再整備基本構想）

〇住民にほとんど利用されていない

〇薄暗いため防犯面が気になる

〇公園から池への眺望が草木で遮

られている

〇池を眺望できる場所が少ない

〇遊具や休憩できるベンチが少ない

〇全体を周遊する歩道・通路がない
４



R3. 8 . 7 水利組合＆金剛地区 水辺が眺められる空間づくり
R3.11.20 里山エリア湖畔広場 パラソルカフェ
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寺池公園を活かした地域の取組み

交流・親睦会

竹灯籠まつり

早朝ラジオ体操
６



７

「寺池公園等を活かしたまちづくりの会」の設立(R4.5.29)

１．目的：地域住民、地域活動団体等が一体となって、金剛地区を印象付ける都市空間の魅力を

高める活動を、漸進的・継続的に進めることによる、
①コミュニティの醸成
②まちづくり担い手の参画促進
③快適で居心地のよい空間と交流機会の創出 に向け、

先ずは、寺池公園で取組み、参加の輪を広げるとともに、実績を示し、ひいては、金剛
地区全体の魅力・文化の向上、金剛地区の再生に繋げていくことを目的とする。

２．構成 ： 正会員(総会議決権有り)、協力会員(総会議決権無し)

３．活動： ①寺池公園等の将来像の検討・共有に関すること

②プロジェクトの企画・調整・運営等に関すること
③施設・空間等の快適性・安全性・防犯性の向上に関すること
➃コミュニティの醸成に関すること
⑤上記活動に係るＰＲ・広報に関すること
⑥その他目的の達成のために必要な活動

寺池公園等を活かしたまちづくりの会

行政支援・連携
施設管理者協議・調整・連携プロジェクトに応じて漸進的に拡大

各自治会員

各自治会を代表する者の選出も依頼



Ｒ4年度の取組み目標

○水辺と里山の魅力を活かし、
誰もが快適に過ごせる居場所を創出する。

水辺が眺められる空間づくり ＋ カフェ ＋ α

○高齢者をはじめ多様な世代の参画・外出機会を増やす。
アクティビティ + くつろげる空間 を提供し、実体験していただく

○寺池公園の魅力を発信し、共に取り組むファンを増やし、
コミュニティ形成の核としていく。

多様な参画を促し、共に取組み、発信していく

８
プレーパーク ＆ パラソルカフェ



取り組みスケジュール

R4. 7.18(月) 講演「プレーパークづくりについて」

村田勝博(元大阪府公園課長、元ＵＲ公園事務所長)

R4. 8 ～ プレーパーク・スタッフ募集

R4. 8.28(日) プレーパーク現地確認

山口遼太(ひらかたプレーパークリーダー)

R4. 9.11(日) 講演「プレーパークの意義、進め方等について」

大影佳史(関西大学環境都市工学部 建築学科教授)

R4. 9.24(土) ひらかたプレーパークこうりがおか視察

R4.11.20(日) プレ・プレーパーク＆パラソルカフェ

R5.1.22(日) 現場改善

R5. 2.26(日) プレーパーク＆パラソルカフェ(寺池公園まつり)
９



プレーパーク ＆ パラソルカフェ（寺池公園まつり）

ジップライン

ブランコ

１０

パラソルカフェ

アーチェリー

ハンモック

スラックライン



プレーパークの意義・効果

子どもは、「遊び」をとおして、心身や情緒を成長させ、社会性を身に着ける。
「遊び」は、子どもの生活に不可欠なもので、それ自体が目的である。

子ども

行 政

○子どもたちが自ら育つ力を育んでもらう場と機会を提供し、成長を支援する。

・土・火・水や手づくりの遊具などを使った多様な遊びが実体験できる。
・地域やプレーリーダーに見守られた、家庭と学校以外の居場所が得られる。

・乳幼児から青少年までの幅広い世代が縦社会を形成し、世代間交流を育む。

○外出・参画機会が増え、健康的な暮らし、地域コミュニティの醸成に繋がる。

・子どもたちの多様なあり様を理解し、大人も成長する。
・親たちは、子育ての悩みや地域の情報などを語り合える。

・誰もが野外で楽しい時間を過ごすことができ、仲間が広がり元気を貰える。

・支えあう事の出来る地域住民へと、大人も子どもも育ちあう。
・多様な方々の参画・共同により、創造性が培われ、地域活動の活性化や人材

発掘、世代交代へと発展していく。

○地域主導のまちづくりや行政と住民とのパートナーシップへの関心が広がる。

・プレーパークづくりをとおして、地域が主体性をもって取組む体制が充実する。
・少子化、高齢者福祉、環境保全など、地域社会の課題への気付づきがある。

・地域住民と行政との協働事業やNPOへの事業委託など、新しい事業展開が

生まれる。
・公園の利活用が促進される。

親

地 域
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■寺池公園等を活かしたまちづくりの会 ２０人

■リーフレット等による参画者 ２２人
リーフレット ：６人
自治会・ＰＴＡ・すこネット：４人
伏山台小学校おやじの会 ：５人
地域活動団体等 ：４人
市ワークショップ ：３人

■大阪大谷大学 １４人
教育学部学生 ：７人
人間社会学部学生：５人
職 員 ：２人

まちづくりへの参加者（スタッフ） ５６人
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寺池公園プレーパーク＆パラソルカフェ

R5.2.26(日) 13:00～15:30

※雨天時は、3/21に延期

寺池公園のファン・仲間を増やしていく

本 開 催

１４



令和5年度の取組み

地域の力を借りながら、水辺を感じながら周回できる公園へと改善していく。
①専門家の意見を聴きながら、伐採できる樹木を選定し、マップ化する。

②地域活動＋公園管理事業(市)とのコラボレーションで出来ることを計画し実践する。

① ③②

②

④

１５

地域・水利組会
共同活動

公園管理者
維持管理

プレーパーク＆パラソルカフェ
地域ボランティアによる伐木・清掃

公園管理者
維持管理

④

①

③

②’

②’

②’



２． 金剛マルシェ
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〔開催日〕 ※原則第４土曜日の午後。

10月22日（土）
11月27日（日）
12月24日（土）
1月21日（土）
2月25日（土）
3月25日（土）

〔開催時間〕
原則：１１時～16時

※わっくカフェのカレー食堂は、11時～13時
※野菜販売は、15時～16時

町会による回覧・掲示や、小中学校・
園によるお子さまへの配布の他、実行
委員会によるポスティング等を実施。

今年度下半期の開催スケジュール

※わっくカフェのカレー食堂とのコラボに
あたり、開催時間を延長して開催。

２．金剛マルシェ
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現状と課題
2022年月１０月に金剛マルシェ実行委員会
を設立し、マルシェ運営を担う。
金剛マルシェ実行委員会が主催となり、金剛
銀座街商店街・富田林市の農業を創造する
会と協力して、マルシェを開催。

マルシェ実行委員会を設立

・これまでなかった出店料を設定。
（試験的に、2022年１０月〜２０２３年３月ま
でで2,000円とする。）
・現在２４店舗が参加。
・イベント景品購入費やチラシ印刷費に。

出店について

・集客（イベント企画）。
※特に1～6月の期間や13〜15時の時間帯
・出店者の継続参加。
・ボランティアや運営スタッフの募集。

今後の課題

２．金剛マルシェ
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３． わっくCafe
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これまで、金剛地区のまちづくりに関する議論において、
「地区における居場所がない」という意見が多く挙げられてきた。

「金剛地区まちづくり会議」において、居場所づくりをテーマに活動する
「拠点づくりプロジェクト」が立ち上がり、常設の拠点づくりに向けた取組
を推進（2019年6月～）。

法人名義での物件賃借契約や補助金等の活用ができるよう、
「拠点づくりプロジェクト」有志８人により「一般社団法人わっく金剛」
を立ち上げ（2020年2月）。

→会議の開催（場所・仕組み等を検討）、事例の勉強・視察など

「金剛地区における新たな魅力づくりに関する連携協定」を市と締結（2020年10月）

→市は、施設借用に向けて、施設所有者である「ＵＲ都市機構」との交渉等をサポート。

金剛地区の新たな拠点「わっくＣａｆé」を開設（2021年2月27日）

わっくＣａｆéの開設まで

ＵＲ都市機構所有の空施設（金剛銀座街商店街）を借用し

３．わっくCafé
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わっくＣａｆéの仕組み
コンセプト：いつでも誰でも集える常設の拠点
・多世代、また金剛地区内外の誰もが、集い、活動できる。
・新たな発展や可能性が広がる参加型の自由な空間。

・オーナー希望者は説明会に参加し、趣旨に賛同した人がオーナーに登録。
・登録料は、利用頻度に関わらず一律3千円。
・登録後は、①日替わりカフェオーナー、②ボックスショップオーナーになることができる。

日替わりオーナーカフェ等の仕組みを採用

オーナーは、いつでも予約して利用可。
予約がない日のうち「火～土曜日の10〜14時」はコミュニティカフェとして、わっくメンバーが運営。

※登録料、利用料、売上金を、
家賃、水光熱費、材料費等のランニングコストに充当。 →継続的な運営をめざす。

区分 利用期間 利用料 備考

①日替わり
カフェオーナー

一枠（8～14時
or15～21時）

3千円

・共通のドリンクメニュー以外は、店主のアイデアと
工夫によって自由に展開可。
・その他、作品の展示や販売等にも利用できる。
※共通のドリンクメニューの売上金の一部を、わっく
金剛に支払い。

②ボックス
ショップオーナー

１ボックス（一ヶ
月）

1千円 ・店主のショップとして、ハンドメイド作品等の販売
ができ、自由なディスプレイや入れ替えも可能。

３．わっくCafé

21



わっくCaféの活動状況は・・・？

■活動の状況

・登録オーナー111名。 ※2023年2月末現在

（市内在住 ６2名。うち、金剛地区在住３２人。）

・ボックスショップ32ボックス、全てが稼働。

※スペース空き待ちのオーナーも複数名あり。

・月２回、運営メンバーによる子ども食堂「カレー食堂」開催。

・月１回の施設メンテナンス日を設け、清掃・点検等を行っている。

３．わっくCafé
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食事を通して、子どもや地域の方の集いの場となることを目的として、
月2回、わっく金剛運営メンバーによるこども食堂「カレー食堂」を開催。

たくさんのボランティア（カレー食堂）
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おとな こども 合計 利用者数

わっくCafé運営メンバーの他、
ボランティアスタッフも常時5名〜10名参加。

※毎月第4土曜日は、マルシェと併せて賑わいを創出

金剛地区で第1号となる
「子ども食堂」として開催！

３．わっくCafé
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４． KON ROOM
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金剛地区で「はたらく」「まなぶ」「つどう」

∞KON ROOM(インフィニットコンルーム)
運営報告（R4年度)
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∞KONROOMのミッション

多世代の居場所づくり（サードプレイス）
地域内外の新たなつながり、コミュニティ形成

『はたらく』、『まなぶ』、『つどう』場の社会実験を通じた

は
た
ら
く

ま
な
ぶ

つ
ど
う

○取組みの方向性

１「居場所」の
機能・取組みの充実

２「共感」「つながり」
を育む市民主体の

場づくり

３地域内外との
ゆるやかな
関係性づくり

１．R4年度 ∞KON ROOM取組みの方向性
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休憩 コワーキング 自習 体組成計利用 貸し会議室（人数）

その他 野菜販売 全体 参考：全体(R3年度)

（人）

２．令和4年度の運営状況【月次用途別推移※令和5年1月末】

■来場者数合計：6909人
■月平均：690人
(R3年度：452人 )
※グレー塗：全国の新型コロナウイルス感染

症の新規陽性者数が10万人以上/日の
期間
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３．取組み成果等（R4.4～R5.1 ）

「居場所」の機能・取組み
の充実

 体組成計、野菜販売を目的とし
た来場者の増加：それぞれ約3
千人の利用者。

 自習利用者の定着：466人。
６・11月の2回、テスト期間前に
時間延長(~19時まで)を実
施。

 R5.3月末、土曜開館の社会実
験を実施予定。

「共感」「つながり」を育む
市民主体の場づくり

 KONなことやってみたい！：
応募1２件（ R5.1末時
点 ）※うち9件実施（展示2
件、イベント7件）、2件は中
止、1件は実施予定。

 レンタルボックス(棚貸し)を開
始：応募７件（R5.1末時
点 ）※うち7件実施。

地域内外とのゆるやかな
関係性づくり

 地域イベントとの連携：金剛
マルシェへの出店(大阪大谷
大、KONGO BASEとの連
携)。

 金剛マルシェと同日開催、「公
園でこんなことできるなんて！
Day vol.3 」：500人が来
場。

28



11/26
「チェキとぺったん

教室」

R4年
4月

5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
R5年
1月

2月 3月

①
施
設
運
営

②
主
催
事
業

(

イ
ベ
ン
ト
等)

③
市
民
の
や
り
た
い
！

(

Ｋ
Ｏ
Ｎ
な
こ
と)

④
担
い
手
づ

く
り

7/24
「スキ

ルアップ
講座
②」

コワーキング・自習・貸し会議室の貸しスペースの運営、情報発信他

4/15
「スキ

ルアップ
講座
①」

4/25~
5/6

「ひろとん
パネル
展示」

∞KON ROOMでKONなことをやってみたい！企画募集(4/1〜2/28)
※３つのテーマで募集、月1回開催目標

4/26
「ミニサロン
VOL.5」
小田さん」

ニュースレター6号発行 ニュースレター7号発行

6/20~/30
(※期末T)
夜間延長

ニュースレター
8号発行予定

４．R4年度実施スケジュール

4月～
コワーキング
料金改定

こ

は
は

11月中旬
(※期末T)
夜間延長

こ

3月末
2w程度
火～土曜開館

こ

健

は

こ 「子ども・若者」の居場所 は 自分らしいはたらき方・暮らし方 健 ココロと身体の健康

４/13〜27
「押し花
展示」

６/25
金剛マル
シェ出店

「モルック」
×大谷大

こ

健

7/25
「中学生向け微

生物教室」
は

6/28
「初心者向け
サッカー教室」

大阪大谷大
こ

7/2３
「アクセサリー
教室」

7/2７
「健康体操
教室①」

８/24
「ワークショップ
３種教室」

８/2９
「健康体操
教室②」

９/27
「健康体操
教室③」

10/22
「公園でKONなことで
きるなんてデーvol.3」
※金剛マルシェと同時

開催

健 健

こ

こ

は

7/13〜
「2022上半期

写真展示」

は

※延期

10/14
「アクセサリー
教室」

10/22
「JAZZライブ」

9/26
「ihoneカメラ

教室」

こ

は

こ

は は

は

こ

※中止こ

健

は

こ

健

こ
12/14

「ポーセラーツ＆
リース教室」

こ

は 未定
「お味噌づくり教

室」

こ

2/7
「ポーセラーツ

教室」

こ

※中止 は
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５． 金剛地区の居場所・イベントMAP
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５．金剛地区の居場所・イベントMAP

前回協議会にて、金剛地区の居場所やイベン
トを俯瞰的に確認できる資料作成について、
ご意見あり。

金剛地区の居場所・イベントについて、
①MAP、②一覧を作成（資料２末尾に添付）。

※今回、社協様、けあぱる様を中心に協力を依頼。

●居場所の情報を求めておられる方への情報
提供ツールとして活用。

※社協様、けあぱる様の窓口など。

※まちづくり会議や校区交流会議にも共有予定。

今後の展望…

●随時、MAP・一覧の更新・追加。
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６． 新たな参加者の呼び込み

①情報発信スキルアップ講座

②金剛地区まちづくり会議 活動発表＆交流会
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背景

これまで、まちづくり会議より、様々な活動が生まれてきたが、
共通の課題として、参加者（≒担い手）が不足している。

このため、新たな参加者を呼び込む視点が必要である。

この間、まちづくり会議や、その運営会議と、上記課題を共有し、
課題解消に向けた検討を進めている。

６．新たな参加者の呼び込みについて

方向性

①参加者自身が、仲間を募るスキルを身に付けていく

→「情報発信スキルアップ講座」を開催（スライド34～）

②まちづくり会議の参加者を、より積極的に募っていく

→次回開催（3月）は、「金剛地区まちづくり会議 活動発表＆
交流会」として、広く参加者を募り開催（スライド36～）
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６．新たな参加者の呼び込みについて

情報発信スキルアップ講座
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情報発信スキルアップ講座

①団体等の情報発信力強化
②勉強会内での新たなつながりづくり

目的

●デザインツールCanva活用勉強会
（チラシ作成について）
→11月に開催済（参加者10名）

●SNS活用勉強会
（主にLINE公式アカウント、オープン
チャットについて）

→２月中に開催予定

内容

６．新たな参加者の呼び込みについて

マルシェチラシの作成等に繋がる
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＜目的・概要＞
まちづくり会議や、同会議から生まれたまちづくり活動を情報
共有しながら、同会議の参加者や、各活動の参加者を募り、
新たなつながりづくりを行う場。

＜対象（声かけ）＞
さまざまなまちづくり活動を行う（または興味がある）個人、
団体等に参加を呼び掛ける。

ex.大学、若者会議、町会など

６．新たな参加者の呼び込みについて

金剛地区まちづくり会議 活動発表＆交流会
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６．新たな参加者の呼び込みについて

＜内容＞

①金剛地区再生の取組紹介
まちづくり会議等について紹介。

②まちづくり活動セミナー
まちづくり会議に参加し、はじめてまちづくり活動を始める方向け
に、活動のヒントになるセミナーを開催。

③各プレイヤーからの活動紹介
まちづくり会議から生まれた活動等を、各プレイヤーから紹介。

④交流会
参加者・プレイヤー等の交流を通じ、まちづくり会議や各活動への
参加案内やつながりづくりを行う。

＜広報＞
市広報誌、SNS、チラシ
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7． 金剛地区まちづくり会議 運営会議
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７．新たな参加者の呼び込みについて

・「金剛地区まちづくり会議」の運営をコーディネートする。
・会議の開催日程、会議内容（テーマ・議題、進め方等）を検討する。

役割

・原則、月１回開催（第３火曜日19時〜20時）
・∞KONROOM＆オンラインのハイブリッド形式

開催日

・各プロジェクトや取り組みに携わる10名が参加。

参加者

・運営会議は、気軽に情報共有を行う場として機能している。
・現在、月１回開催しているが、参加者の負担を考えると、2ヶ月に１回程
度の頻度が望ましい。

参加者の感想

金剛地区まちづくり会議 運営会議
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